
ま
た
、
原
爆
投
下
の
意
志
決
定
に
関
す

る
論
文
（
ア
ル
ペ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ッ
）
は
、
こ
の

問
題
に
関
す
る
私
た
ち
の
未
だ
に
あ
や
ふ

や
な
知
識
を
み
ご
と
に
整
理
し
、
俗
論
を

砕
い
て
く
れ
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
核
兵
器
研
究
所
の
人
々

が
、
原
爆
を
ど
う
正
当
化
し
日
常
化
し
よ

う
と
し
て
い
る
か
（
「
キ
リ
ス
ト
で
も
原
爆

を
落
と
し
た
だ
ろ
う
」
）
を
知
る
一
方
で
、

世
界
最
大
の
原
子
力
発
電
国
フ
ラ
ン
ス

で
、
原
発
と
共
存
す
べ
く
自
己
欺
隔
の

日
々
を
送
る
原
発
労
働
者
の
生
態
は
、
同

じ
よ
う
に
〃
原
子
力
立
国
″を
め
ざ
す
日

本
の
現
状
と
比
べ
合
わ
せ
て
、
何
と
も
背

筋
の
寒
く
な
る
思
い
で
し
た
。

日
本
の
原
爆
思
想
は

最
終
章
の
「
ヒ
ロ
シ
マ
と
ア
ウ
シ
ュ
ヴ

ゴ

ヨ

』

イ
ッ
ッ
を
つ
な
ぐ
も
の
」
（
ブ
ロ
ッ
サ
）

は
、
特
に
い
い
で
す
ね
．
こ
れ
ほ
ど
説
得

的
に
二
つ
の
つ
な
が
り
を
思
想
的
に
述
べ

た
も
の
は
初
め
て
で
、
い
い
勉
強
に
な
り

ま
し
た
．
そ
の
意
味
で
、
こ
の
寄
稿
者
陣

に
ほ
と
ん
ど
日
本
人
を
含
め
な
か
っ
た
こ

と
は
、
む
し
ろ
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

「
ナ
ガ
サ
キ
の
証
言
」
に
長
年
努
力
し
て

き
た
畏
友
鎌
田
定
夫
の
「
長
崎
原
爆
論
」

は
、
も
ち
ろ
ん
読
ま
せ
ま
す
が
、
日
本
人

は
一
般
に
こ
の
本
に
展
開
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
議
論
と
省
察
は
苦
手
で
す
・
日
本
の

思
想
家
は
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
思

想
」
を
つ
い
に
生
み
出
し
て
い
ま
せ
ん
。

あ
な
た
か
ら
寄
稿
を
乞
わ
れ
た
私
は
、

そ
れ
を
い
わ
ば
裏
返
し
に
試
み
よ
う
と
し

ま
し
た
。
日
本
の
原
水
爆
反
対
運
動
が
問

題
を
政
争
の
具
と
し
、
自
ら
を
国
際
政
治

の
力
学
の
駒
に
化
し
た
過
程
を
書
こ
う
と

し
た
の
で
す
。
そ
れ
が
で
き
て
い
た
ら
、

核
を
め
ぐ
る
日
本
政
府
の
二
枚
舌
的
発
言

を
鋭
く
つ
く
論
文
（
セ
ー
ズ
レ
）
と
対
に

な
り
得
た
で
し
ょ
う
が
、
体
調
を
崩
し
て

で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
し
た
。

こ
の
本
が
フ
ラ
ン
ス
で
も
売
れ
ま
す
よ

う
に
。

（
そ
で
い
り
ん
じ
ろ
う
）

杉
原
 
四
郎
／
降
旗
節
雄
／
大
藪
 
龍
介
編
著

評
者
●
加
藤
哲
郎
（
一
橋
大
学
教
授
）

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
マ
ル
ク
ス
主
義
者
で
あ
っ
た
か

一
九
九
五
年
は
、
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
酢
…
・
Ｉ
課
錘
脚
舜
い
●
冴
弐
：
恥
討
丸
識
・
勵
画
対
Ｉ
｜

趣
纈
表
の
皿
詞
詐
製
虚
謬
餓
諏
蒔
鐺
鰯
鍛
．
せ
つ
お
帝
京
大
学
教
授
。
｜

内
外
で
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
出
版
物
が
出
た
四
ｉ
・
輪
臨
や
群
池
妙
・
匂
吋
”橲
仙
吠
璋
慰
蝉
！
；
一

と
こ
ろ
だ
が
、
今
回
は
や
は
り
寂
し
い
。
 
レ
ー
ス
す
る
よ
う
に
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
生
誕

本
書
と
日
本
共
産
党
系
の
出
版
物
ぐ
ら
い
一
五
○
年
、
『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
Ｌ
一

の
よ
う
だ
。
本
書
巻
末
で
杉
原
四
郎
が
卜
 
○
○
年
の
時
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
出
版

』

L

d▲

エンケルスとり乱t
_:-,1ﾒ願澁杯--,4:,胃:l:!:蕊;:

,-，̅,-野戦舜巌閥,,胃,,-』,言,『二溺二：
-1-,,二1,次盗挺Jr,'二’'1:'1-1-』,二』二,.』,日

御茶の水書房
8755円

95 . 1 1 . 2 89 7 エ コ ノ ミ ズ 人

篭
卓

石橋湛山署作集
全 4 巻

一 ﾃﾆ ｪ ﾛ r 路 弧

ベ
フ
 
ス
ト
の
警
鐘
且
圖

雷
蜷
リ
 
ー
 
リ

長
幸
男
編
集
・
解
説

定
価
２
２
６
６
円
⑦
伽

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
面
目
且
圃

第
２
巻
中
村
隆
英
編
集
・
解
説

〈
経
済
論
②
〉
定
価
２
２
６
６
円
⑦
知

第
３
巻
く
政
治
・
外
交
論
〉
大
日
本
主
義
と
の
闘
争
 
鴨
 
武
彦
編
集
・
解
説
 
鮠
年
１
月
発
売
 
定
価
２
２
６
６
円
⑦
知

第
４
巻
く
文
芸
-社
会
評
論
／
人
物
論
〉
改
造
は
心
か
ら
 
谷
沢
永
一
編
集
・
解
説
 
植
月
川
臼
発
売
 
定
価
２
２
６
６
円
⑦
知

東洋経済新報社(識）
〒103 東京都中央区日本橋本石町1-2-1

事
 
岬
、
苛
み

エ
ン
ゲ
ル
ス
と
現
代

ぺ

騒陵野
卜

儲 詮
障

慰
≠V：

Z ＝

皇L型



が
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
に
比
べ
れ
ば
、
東

欧
革
命
・
ソ
連
崩
壊
を
く
ぐ
っ
た
わ
が
国

マ
ル
ク
ス
主
義
研
究
の
沈
没
・
様
変
わ
り

は
、
か
く
し
よ
う
も
な
い
。
本
書
は
、
そ

の
流
れ
に
敢
え
て
さ
か
ら
い
、
六
○
○
坪

を
費
や
し
て
真
正
面
か
ら
エ
ン
ゲ
ル
ス
と

マ
ル
ク
ス
主
義
を
再
考
す
る
。

そ
も
そ
も
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
マ
ル
ク
ス
主

義
者
で
あ
っ
た
か
Ｉ
本
書
の
問
い
か
け

を
要
約
す
る
と
、
こ
う
読
め
る
。
終
章
杉

原
論
文
が
ト
レ
ー
ス
し
た
日
本
の
研
究
史

を
政
治
的
文
脈
に
お
き
換
え
る
と
、
マ
ル

ク
ス
の
盟
友
、
「
第
二
バ
イ
オ
リ
ン
」
と

し
て
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
紹
介
、
ロ
シ
ア
革
命

後
の
レ
ー
ニ
ン
、
ス
タ
ー
リ
ン
に
祖
述
さ

れ
た
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
ー
体
説
、

ス
タ
ー
リ
ン
批
判
に
触
発
さ
れ
た
マ
ル
ク

ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
分
業
説
の
流
れ
が
あ

っ
た
。オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
に
な
ぞ
ら
え
れ
ば
、
マ

ル
ク
ス
作
曲
、
ス
タ
ー
リ
ン
指
揮
、
マ
ル

ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
交
響
楽
団
の
な
か

で
の
編
曲
者
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
役
割
は
、
指

揮
者
と
楽
団
の
盛
衰
に
伴
っ
て
、
そ
の
歴

史
的
評
価
が
変
遷
し
て
き
た
。
一
体
説
か

ら
分
業
説
へ
の
転
換
の
さ
い
に
は
、
一
方

で
「
国
民
経
済
学
批
判
大
綱
』
や
『
ド
イ

ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
に
お
け
る
エ
ン
ゲ

ル
ス
の
先
行
・
主
導
が
、
他
方
で
『
自
然

弁
証
法
』
や
「
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
Ｌ
で

の
マ
ル
ク
ス
か
ら
の
逸
脱
な
い
し
単
純
化

が
問
題
に
さ
れ
た
。

そ
の
さ
い
基
準
と
さ
れ
た
の
は
、
レ
ー

ニ
ン
や
ス
タ
ー
リ
ン
の
解
説
で
は
な
く

「
マ
ル
ク
ス
に
帰
れ
」
の
視
点
で
エ
ン
ゲ

ル
ス
を
見
る
こ
と
だ
っ
た
。
没
後
一
○
○

年
の
本
書
の
総
体
的
印
象
は
、
よ
う
や
く

マ
ル
ク
ス
の
編
曲
者
な
い
し
「
第
二
バ
イ

オ
リ
ン
」
か
ら
も
解
放
さ
れ
た
、
生
身
の

独
奏
者
と
し
て
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
研
究
が
本

格
的
に
は
じ
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

〃
独
奏
者
″へ
の
一
五
の
視
線

と
は
い
え
、
思
想
的
出
自
も
専
門
領
域

も
異
な
る
一
五
人
が
エ
ン
ゲ
ル
ス
を
論
じ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
独
奏
者
と
し
て

の
位
置
づ
け
も
、
バ
ッ
ク
に
マ
ル
ク
ス
の

楽
譜
を
流
す
手
法
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な

る
．
中
野
徹
三
、
清
眞
人
、
田
畑
稔
は
哲

学
か
ら
、
降
旗
節
雄
、
桜
井
毅
、
江
夏
美

千
穂
は
経
済
理
論
に
即
し
て
、
鎌
倉
孝

夫
、
山
口
勇
、
福
富
正
実
、
河
西
勝
は
社

会
主
義
論
や
農
業
農
民
問
題
に
ひ
き
つ
け

て
、
古
賀
秀
男
、
大
藪
龍
介
、
山
内
昶
、

青
木
孝
平
は
歴
史
・
国
家
論
・
人
類
学
・

家
族
論
に
し
ぼ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
本
格

的
論
文
を
寄
せ
て
い
る
。

評
者
の
観
点
か
ら
特
に
興
味
深
か
っ
た

の
は
、
巻
頭
の
中
野
論
文
が
「
マ
ル
ク
ス

を
基
準
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
を
評
価
す
る
立

場
」
か
ら
も
自
由
な
エ
ン
ゲ
ル
ス
研
究
を

提
唱
し
論
じ
て
い
る
こ
と
、
田
畑
論
文
が

シ
ュ
タ
ル
ケ
「
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
論
」

と
エ
ン
ゲ
ル
ス
を
、
河
西
論
文
が
「
エ
ン

ゲ
ル
ス
と
ヒ
ト
ラ
ー
Ｌ
と
題
し
て
ヒ
ル
フ

ァ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
を
、
対
比

し
て
論
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。
青
木
論
文

は
、
現
代
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
批
判
を
も
射
程

に
入
れ
て
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
マ
ル
ク
ス
の
家

族
論
の
異
同
を
論
じ
て
お
り
、
痛
快
で
あ

安
全
と
安
心
の
経
済
学

島
田
 
晴
雄
／
大
田
 
弘
子
編
著

評
者
●
暉
峻
淑
子
（
日
本
女
子
大
学
教
授
）

豊
か
さ
の
リ
ス
ク
に
囲
ま
れ
た
現
代
人
へ
の
指
針

利
便
性
と
効
率
化
が
す
す
む
社
会
の
中

で
、
便
利
と
安
楽
、
主
体
的
な
生
き
方
を

求
め
る
現
代
人
が
、
そ
の
裏
側
で
そ
れ
ゆ

え
に
大
き
な
リ
ス
ク
を
負
っ
て
い
る
Ｉ

そ
の
よ
う
な
社
会
そ
の
も
の
の
分
析
と
予

防
の
社
会
的
コ
ス
ト
な
ど
が
、
科
学
的
に

展
開
さ
れ
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
ｌ
、

と
多
く
の
人
が
、
こ
の
書
名
か
ら
想
像
す

る
。杉

原
論
文
も
触
れ
て
い
る
が
、
エ
ン
ゲ

ル
ス
の
政
治
論
・
軍
事
論
や
自
然
科
学
論

に
つ
い
て
の
論
稿
、
特
に
晩
年
の
エ
ン
ゲ

ル
ス
の
「
政
治
的
遺
言
」
問
題
を
論
じ
た

論
文
が
な
い
の
は
寂
し
い
。
し
か
し
こ
れ

が
、
か
つ
て
は
対
立
・
反
目
し
あ
っ
て
い

た
諸
学
派
を
含
む
現
時
点
で
の
日
本
マ
ル

ク
ス
主
義
研
究
の
総
力
を
挙
げ
た
成
果
な

の
だ
ろ
う
。
研
究
史
的
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

で
批
判
的
な
学
術
論
文
が
そ
ろ
っ
て
、
没

後
記
念
と
し
て
は
異
色
の
論
集
と
な
っ
て

い
る
。
（
か
と
う
て
つ
ろ
う
）

は
る
お
慶
応
義
塾
大
学
教
授
。

ひ
ろ
こ
 
大
阪
大
学
客
員
助
教
授
。

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

だ
が
、
そ
の
よ
う
な
予
想
に
反
し
て
、

本
書
は
、
む
し
ろ
保
険
会
社
の
出
す
冊
子

や
、
新
聞
の
家
庭
欄
、
社
会
面
な
ど
に
登

場
す
る
記
事
に
近
い
啓
蒙
的
な
ハ
ウ
ツ
ー

、
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h
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